
導入編 
 

ダウンロードする 
 
まず、インフォカートからヤフラク発送ツールを契約して、送られてきたヤフラク発送ツールメン

バー登録フォームを入力すると自動返信で、 
 
下記のyafu_raku_tool.zipというファイルと、APIキーが送られてきますので、保存しておいてくだ
さい。 
 

 
 
zipファイルは右クリックをして「すべて展開」を選択し、解凍をお願い致します。 
（Macの場合はダブルクリックするだけで展開できます） 
 
ファイルがこうなっていれば正解です。 
 

 
 

 



Google Chromeの右上のボタンを押します。（下画像の赤丸の箇
所） 
 

 
 
 

拡張機能→「拡張機能を管理」を押します。 
 

 
 

 



パッケージ化されていない拡張機能を読み込むを押します 
 

 
 

ヤフラク発送ツールのメールから先ほどDLして展開したフォルダファ
イルを選択してアップロードします。 
 
下記ですね。 

 

Yahoo！オークション取引情報エクスポート1.0が搭載されたと思う
ので、赤丸の箇所のようにONにしてください。 
 

 
 



続いてGoogleChromeの右上のパズルのピースのようなマークをク
リックして、先ほどアップロードした拡張機能のアイコンのピンを押し

てください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
下記のようにアイコンが出てくればOKです。 
 

 
 
 
 
 
 
 



アイコンを押したら以下の画面が表示されますので、配布されたAPI
キーを入力してください。 

 
 



下記のように認証済みと出ればOKです。 
 

 
 
 

使い方編 

表示解説 
 

 
 
 



 
 
・ページ数 
ヤフオクの落札履歴の何ページ目までをエクスポートするか数字を入れてください。 
 
・出力形式 
>>生データ 
ヤフオクの「発送してください」になっているデータを見やすくエクスポートできます。 
 
取れる情報は 
 
・商品ID 
・品名 
・落札金額 
・送料 
・お届け先名 
・取引メッセージ 
・郵便番号 
・住所 
・終了日時 
・取引URL 
・商品URL 
・ステータス 
・支払方法 
・発送方法 
 
になります。 
 
>>佐川急便 
佐川急便のフォーマットに合わせてヤフオクの「発送してください」になっているデータをエクス

ポートします。 
 
>>ヤマト運輸 
ヤマトのフォーマットに合わせてヤフオクの「発送してください」になっているデータをエクスポート

します。 
 
・データ取得オプション（取引メッセージを取得） 
生データをいちいち開くのが面倒な方はこちらにチェックをつけると取引メッセージが佐川急便や

ヤマトのデータにエクスポートされます。 
 
・発送元情報 
佐川急便の場合は自動で発送元情報が反映されるはずですが、ヤマトの場合はこちらに入力が

ないといちいちパソコン画面上で登録しないといけないため発送元情報はこちらに入力をオスス

メしています。 
 
・毎日の実行時間 
 



こちらをONにして時間を指定しておけば、自動であらかじめ設定したデータを毎日エクスポートし
てくれるようになります。 
 

エクスポートのやり方 
 
まず、取引詳細ページを確認出来る状態（再ログインを要求されない状態）じゃないと動かないの

で、ヤフオクでログイン後出品終了分を押してください。 
 

 
 
 
 
その後落札された商品が出てくると思うので、取引連絡を押します。 
 
 

 
 
これで再ログインを要求されなければ準備完了です。 
 
前章の方法で拡張機能を開いて、抽出したい設定をし、データ収集開始ボタンを押せば勝手に

動き出してダウンロードしてくれます。 
 

 
 



 
 
 
あとはダウンロードしたデータを各種配送業者さんのシステムにアップロードするだけで完了にな

ります。 
 
 
もし不明な点がありましたら、下記のLINE公式アカウントにてお問い合わせくださいませ。 
 
↓ こちら 
https://lin.ee/jYbNSed 
 
 
 

https://lin.ee/jYbNSed
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